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常不軽菩薩の生き方に切り替えよう
【1 月度の御金言】十字一百枚菓子一籠給ひ了んぬ。正月の一日は日の始め、月
の始め、年の始め、春の始め、此れをもてなす人は月の西より東をさしてみつ

がごとく、日の東より西へわたりてあきらかなるがごとく、徳もまさり、人に

も愛せられ候なり。

『十字御書』(全 1491 頁)

新年明けまして御目出度うございます
新しい日の始め、月の始め、年の始め、春の始めを、御本尊様と向かい合い、勤行唱題を

して、南無妙法蓮華経の一緒の心で一年過ごせるように、始めて下さい。

法華講信条 三寶院 HPQRコード

1,謗法厳戒の信仰を貫こう。(信心)
1,行学絶へなば仏法はあるべからず。(行学)
1,ただ一言でも妙法を伝える勇気を持とう。(破邪顕正)
1,どんなことがあっても憶持不忘の信心を貫こう。
1,現世利益絶対否定の信心をしよう。(示教利喜)
1,成仏大願、菩提心堅固の精進をしよう。
1,御題目を唱える為にこそ生まれてきた自覚を持とう。
1,噂に流されない、人に媚びへつらわない自立した信心をしよう。
1,妙法聞法の縁を大切に求道の信心をしよう。

1991 年 2 月 13 日掲載

☆謗法厳戒の信仰を貫こう。(信心)

三寶院の年間、月間行事の中で一番大事なものは、10 月 13 日の【本仏日蓮大聖人御会
式】であります。月間で言いますと、

① 13日の月例御講
10月 13日を毎月、深く信仰の根本と自覚するために行っています。
日蓮大聖人が末法唯一法華経の行者として永遠常住の南無妙法蓮華経の法と、永遠常住の

全ても生命が一体で有る事を身を以て示してくれた事を信仰者として自覚し、自分達も法

華経の行者として、同じ道を歩もうと志すため。

② 19日題目講
信仰の根本とする本尊は、法華経の題目である南無妙法蓮華経である事を、眠たい時、

雑念が次から次に湧いてきて、何の為に御題目を唱えているのか分らない時、心配事が有

り集中出来ない時等々があります。御題目は一人で唱えるものですが、ああ、あの人も頑

張って唱えているな、自分も頑張って唱えようと、心の中でお互いに励まし合い、唱え自

覚し確認し合う為に行います。

③ 1日御経日
1 年の初め、月の初めに、南無妙法蓮華経を根本に、南無妙法蓮華経を貫いて、南無妙

法蓮華経の法と共に生きる事を改めて南無妙法蓮華経の原点にリセットし、自分自身に言
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い聞かせる為に行う。

この①②③が毎月々の重要な 3本の柱となる行事として日程が組まれています。参詣出
来る時、出来ない時があると思いますが、いつも参詣しないから、参詣出来る時間が有る

けれども参詣しないではなく、参詣出来る時には参詣して、少しでも、深く日蓮大聖人の

教えを自分の生命に、実感出来る生き方、信心をして下さい。

その他に、1 月 1 日 2 日 3日元旦初勤行、2 月 3日節分会、7日日興上人会、2 月 16 日
日蓮大聖人御誕生会、3 月春彼岸会、4 月 28 日立教開宗会、8 月 15 日盂蘭盆会、9 月 12
日龍ノ口法難会、9月 13日御講併合三寶院法華講総会 9月秋彼岸会、11月 15日日目上人
会等々の法要、諸行事が、それぞれの意義を踏まえて行われます。

統一教会や、宗教戦争している人々のように、宗教にのめり込んだら恐ろしいと考える

人々がいますが、壺を買ったら幸せになれるとか、沢山の御金を捧げれば幸せになれると

か、神が天地創造したとか、間違った教えにのめり込めば、当然恐ろしい破綻した人生が

まっています。しかし、日蓮大聖人の教えは、法華経を依経として、

【どんな生命にも、南無妙法蓮華経の仏の生命の生命が具わり、南無妙法蓮華経の信行に

よって、どんな生命も仏に成ることが出来る】という法であります。生命掛けで貫く意味

と価値があります。洗脳され、眼をつぶって盲目になって、のめり込むのでなく、しっか

り眼を見開いて、自分の意識をしっかり持って、自分の迷う心と付き合いながら、どんな

内容の法が全ての生命に平等と自由を認め応援してくれる正しい法なのか、間違った法な

のかを客観的に見、共感と歓びを感じる事の出来る信仰をして下さい。統一教会、エホバ

の証人、イスラエルとハマスとの宗教を根にした戦争等の社会問題になっている状況を見

て、宗教は危険だ、宗教は金儲けだ、宗教は恐ろしい、宗教に近づかない方が良いと、十

把一絡げにして断言、断定し、固定観念を持っている人達が多くいますが、教えの中味が、

どういうものであるのかを知った上でそのように考える人は殆どいないのであります。こ

の思い込みの壁は強情ですが、この壁の外からでも、

【どんな生命にも、南無妙法蓮華経の仏の生命の生命が具わり、南無妙法蓮華経の信行に

よって、どんな生命も仏に成ることが出来る】という事を伝え、南無妙法蓮華経に縁せし

めていかなければいけないのであります。


